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事 業 報 告

（平成28年２月１日から
平成29年１月31日まで）

1. 会社の現況に関する事項

　(1) 事業の経過及びその成果並びに対処すべき課題

　当期における我が国経済は、企業業績が堅調に推移し、緩やかに持ち直してい

るものの、将来的な負担増に対する生活防衛意識や企業の人件費増加に慎重な姿

勢などから個人消費が低迷しており、未だ景気の不透明感を払拭できない状況に

あります。

　飲食業界におきましては、消費が低迷する中、更なる業界内競争の激化、中食

の台頭、人員コストの増加など厳しい環境が続いております。

　このような状況下、当社は、「中期経営計画142」に従い、営業力の強化に努め

て参りました。

　宴会部門におきましては、台東区をはじめ周辺区における訪問営業を展開し新

規及び取引復活を推進するとともに、広告戦略の強化にも注力いたしました。レ

ストラン部門におきましては、上野公園内のイベントに合わせた特別メニューの

販売、お客様のニーズや嗜好に合わせた柔軟なメニュー開発などを進めて参りま

した。

　上期は、売上・利益とも計画を上回り、順調に推移したものの、下期は、夏場

の天候不順や競争力の欠如から業績が低迷いたしました。

　その結果、当期の売上高は、29億９千５百万円（前期比：0.3％減）、経常損失

は８百万円（前期：経常利益１千８百万円）、当期純損失は１千７百万円（前期：

当期純利益５億４千５百万円）となりました。売上高を部門別に見ますと、レス

トランの売上高は16億５千６百万円（前期比：3.7％増）、宴会他の売上高は13億

３千９百万円（前期比：4.8％減）となりました。

　今後の見通しにつきましては、首都圏を中心に、東京オリンピック・パラリン

ピックに向けた再開発やインバウンドの継続など、一部改善の余地があるものの、

飲食業界は、人口減少や市場の縮小により、引き続き予断を許さない状況が続く

ものと思われます。

　当社といたしましては、本年１年間を「創業150年（2022年）に向けた事業再構

築の準備期間」と定め、更なる経営基盤の強化に取り組んで参ります。

　具体的には、積極的な営業活動の推進、的確かつ大胆なスクラップ＆ビルドの

展開、コスト管理の徹底、人材育成の強化、施設の充実、遊休不動産の有効活用

などを着実に実行して参ります。

　また、お客様認知度向上のため、山崎製パン株式会社とコラボレーションした

「ランチパック（オムハヤシ風）」の発売、予約受付の利便性向上のためホームペ

ージを刷新、そして、本年４月後半より、当社の主力店となり得る「東京都美術

館店」を７年ぶりに再受託しオープンいたします。
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　今後も食の安全性と経営の健全化を図りつつ、透明性の高い情報開示を継続し

て参る所存でございますので、株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬ

ご支援、ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

　(2) 財産及び損益の状況の推移

区 分
第 150 期

(平成26年１月期)
第 151 期

(平成27年１月期)
第 152 期

(平成28年１月期)
第153期(当期)

(平成29年１月期)

売 上 高
千円 千円 千円 千円

3,023,315 2,740,819 3,003,512 2,994,860

経 常 利 益 又 は
経 常 損 失 ( △ )

千円 千円 千円 千円

△51,060 △122,949 17,824 △8,035

当 期 純 利 益 又 は
当 期 純 損 失 ( △ )

千円 千円 千円 千円

△69,478 △184,767 545,217 △16,754

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失(△)

円 円 円 円

△26.71 △71.04 209.64 △6.44

総 資 産
千円 千円 千円 千円

3,812,201 3,776,762 4,344,986 4,200,490

純 資 産
千円 千円 千円 千円

2,766,491 2,664,735 3,188,731 3,186,118

(注) １株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失（△）は、期中平均発行済株式総数により算
出しております。

　

　(3) 設備投資の状況

　当期の設備投資総額は32百万円であり、主なものは上野店の建物７百万円及び

構築物８百万円並びに工具、器具及び備品５百万円、国立科学博物館店の建物５

百万円及び工具、器具及び備品５百万円であります。

　

　(4) 資金調達の状況

　該当事項はありません。

　

　(5) 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況

　該当事項はありません。

　

　(6) 他の会社の事業の譲受けの状況

　該当事項はありません。
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　(7) 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況

　該当事項はありません。

　

　(8) 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況

　該当事項はありません。

　

　(9) 主要な事業内容

　当社は、フランス料理を主体としたレストラン・宴会場・結婚式場等を運営し

ております。

(10) 主要な営業店

営 業 店 名 所 在 地 営 業 店 名 所 在 地

上 野 台東区上野公園 国立科学博物館 台東区上野公園

東京文化会館 台東区上野公園 松 屋 中央区銀座

３ １ ５ ３ 台東区上野公園 東京大学附属病院 文京区本郷

　

(11) 従業員の状況

区 分 従 業 員 数 前期末比増減 平 均 年 令 平均勤続年数

男 子 135
名

△5
名

44.6
才

23.2
年

女 子 34 7 28.1 7.3

計又は平均 169 2 41.3 20.0

(注) 上記従業員には、パートは含まれておりません。
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2. 会社の株式に関する事項

(1) 発行済株式の総数 2,600,716株（自己株式27,284株を除く。）

(2) 株 主 数 843名

　(3) 大 株 主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

一般財団法人福島育英会 490,000 株 18.84 ％

福島ビル株式会社 417,500 16.05

学校法人根津育英会武蔵学園 388,800 14.95

根津公一 131,672 5.06

株式会社みずほ銀行 120,000 4.61

高島和憲 75,300 2.90

サッポロビール株式会社 60,000 2.31

アサヒビール株式会社 60,000 2.31

精養軒従業員持株会 59,717 2.30

河村幹夫 34,600 1.33

(注) 1. 上記の持株数は株主名簿に基づき記載しております。
2. 持株比率は自己株式（27,284株）を控除して計算しております。
3. 三井不動産株式会社から平成29年２月１日付で提出された大量保有報告書により、同年１

月31日現在で同社が417,500株（持株比率16.05％）を保有している旨の報告を受けており
ます。しかし、当社として当事業年度末における同社の実質所有株式数の確認ができてい
ないため、上記大株主には含めておりません。

　(4) その他株式に関する重要な事項

　該当事項はありません。

3. 会社の新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。
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4. 会社役員に関する事項

　(1) 取締役及び監査役の氏名等

会社における地位及び担当又は重要な兼職の状況 氏 名

取 締 役 社 長 （代表取締役） 酒 井 裕

常 務 取 締 役 （管理統括部長） 清 田 祐 司

常 務 取 締 役 （営業統括部長） 定 方 郷

取 締 役 （総支配人） 木 村 彰 夫

取 締 役 （調理部長） 吉 田 和 男

取 締 役 （株式会社松屋 名誉会長） 古 屋 勝 彦

取 締 役 （株式会社東武百貨店 名誉会長) 根 津 公 一

常 勤 監 査 役 横 溝 良 和

監 査 役 幸 山 守

監 査 役 江 藤 史 朗

(注) 1. 取締役古屋勝彦、根津公一の両氏は社外取締役であります。
2. 監査役幸山 守、江藤史朗の両氏は社外監査役であります。
3. 監査役幸山 守氏は公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知

見を有するものであります。
4. 監査役江藤史朗氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届

け出ております。
5. 平成28年４月27日開催の第152回定時株主総会において、定方 郷氏は新たに取締役に選任

され就任いたしました。また、取締役横溝孝典、加島利彦の両氏は当社規程による定年の
ため退任いたしました。

　

　(2) 取締役及び監査役の報酬等の額

取締役９名 83,543千円(うち社外取締役２名 4,050千円）

監査役３名 12,853千円(うち社外監査役２名 5,400千円）

(注) 1. 取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
2. 上記の金額には、当事業年度に係る役員退職慰労引当金繰入額として16,630千円（取締役

７名に対し15,201千円、監査役３名に対し1,429千円）が含まれております。
3. 取締役の報酬限度額は平成19年４月26日開催の第143回定時株主総会において、年額１億８

百万円以内と決議いただいております。
4. 監査役の報酬限度額は平成19年４月26日開催の第143回定時株主総会において、年額１千８

百万円以内と決議いただいております。
5. 平成28年４月27日開催の第152回定時株主総会の決議に基づき退任取締役２名に対し、役員

退職慰労金30,842千円を支給しております。なお、当該金額には過年度において報酬等の
額に含めた役員退職慰労引当金が含まれております。
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　(3) 社外役員に関する事項

　 1. 重要な兼職先と当社との関係

　取締役古屋勝彦氏は株式会社松屋の名誉会長を務めております。同社は当社

の出店先であります。

　取締役根津公一氏は株式会社東武百貨店の名誉会長を務めております。同社

は当社の出店先であります。

　 2. 社外役員の主な活動状況

地 位 氏 名 主な活動状況

社外取締役 古 屋 勝 彦
当期開催の取締役会６回の全てに出席し、議案審議等に必要
な発言を行っております。

社外取締役 根 津 公 一
当期開催の取締役会６回の全てに出席し、議案審議等に必要
な発言を行っております。

社外監査役 幸 山 守

当期開催の取締役会６回の全てに出席し、議案審議等に必要
な発言を行っております。また、当期開催の監査役会10回の
全てに出席し、監査結果についての意見交換、監査に関する
重要事項の協議等を行っております。

社外監査役 江 藤 史 朗

当期開催の取締役会６回の全てに出席し、議案審議等に必要
な発言を行っております。また、当期開催の監査役会10回の
全てに出席し、監査結果についての意見交換、監査に関する
重要事項の協議等を行っております。

　

5. 会計監査人の状況

　(1) 会計監査人の名称

　有限責任 あずさ監査法人

　(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

区 分 支 払 額

①当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 17.5百万円(注)

②当社が会計監査人に支払うべき金銭その他
　の財産上の利益の合計額

17.5百万円

(注) 1. 当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を
踏まえ、監査計画における監査項目別の監査時間及び監査報酬の推移並びに過年度の監査
計画と実績の状況を確認し、報酬額の見積りの妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬
等について会社法第399条第１項の同意を行っております。

2. 当社と会計監査人との間の監査契約においては、会社法上の監査に対する報酬等の額と金
融商品取引法上の監査に対する報酬等の額等を区分しておらず、かつ実質的に区分できな
いことから、上記①の金額はこれらの合計額を記載しております。
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　(3) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等その必要があると判

断した場合は、会計監査人の解任または不再任に関する議案を決定し、取締役会

は、当該決定に基づき、当該議案を株主総会に提出いたします。

　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当

すると認められる場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が、会計監査人を

解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集さ

れる株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたし

ます。

　

6. 会社の体制及び方針

　当社は、平成18年７月５日開催の取締役会において決議された、「内部統制シス

テム構築の基本方針」を平成27年12月11日開催の取締役会で一部改定を行いまし

た。

(1) 業務の適正を確保するための体制

　 ① 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

株主総会、取締役会、経営会議などの取締役の業務執行状況については、議

事録に情報を記し諸規程の整備と充実を図り、これに従って適切な保存・管理

を行う。

　 ② 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

各取締役はそれぞれの担当部門に関するリスクを把握し、これを適切に管理

するとともに、当該リスク管理の状況について経営会議に報告し、必要に応じ

て規程の制定と従業員への教育を行う。また、不測の事態が発生した場合は、

代表取締役を本部長とする対策本部を設置し、危機への対応を速やかに実施し、

事業への影響を最小限にとどめる体制を構築する。

　 ③ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

取締役会は取締役会規則に従い、重要事項の決定を行う。この他に、常勤役

員で構成する経営会議を開催し、取締役それぞれの役割分担を明確化して職務

執行の効率性を確保する。

　 ④ 取締役及び従業員の職務の執行が法令及び定款に適合するための体制

コンプライアンスの基本理念に基づき、内部統制システムの構築及び整備の

充実を図るとともに、取締役及び従業員への周知・教育を行う。また、監査役

はこの内部統制システムの機能と有効性を監査する。
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⑤ 監査役がその職務を補助すべき従業員を置くことを求めた場合における当該

従業員に関する事項及び当該従業員の取締役からの独立性に関する事項

監査役がその職務を補助すべき従業員を求めた場合には、その要請に応じて

担当者を置くこととする。また、当該担当者の人事は監査役の同意を必要とし、

取締役からの独立性を確保するものとする。

⑥ 監査役の従業員に対する指示の実効性の確保に関する事項

従業員は、監査役から受けた指示に関し、監査役の職務の必要な範囲内にお

いて、取締役及び他の従業員の指揮命令は受けないものとする。

⑦ 取締役及び従業員が監査役に報告するための体制及び報告をした者が当該報

告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体

制

取締役及び従業員は会社経営の重要事項及び事業運営上の業務執行の状況に

ついて監査役に定期的に報告する。また、経営に重大な影響を及ぼすおそれの

ある事項が発生した場合、あるいは取締役及び従業員の不正を発見した場合は

監査役に速やかに報告する。なお、監査役に報告した者に対し、当該報告をし

たことを理由として不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を取締役及び従

業員に周知徹底する。

⑧ 監査役の職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還の手続きその他当

該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項

監査役がその職務の執行について生ずる費用の前払いなどの請求については、

協議の上、職務の執行に必要であると認められた場合、当該費用又は債務の処

理に応ずる。

⑨ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

監査役は代表取締役と定期的に会合を持ち、監査役監査の環境整備の状況、

監査に関する重要課題の他、会社が対処すべき課題等について意見交換する。

また、監査法人及び内部統制責任者から、それぞれ会計監査内容及び内部統制

の構築・整備状況について適宜情報交換を行う。

　(2) 反社会的勢力排除に向けた体制

　当社は、社会の秩序や健全な活動に脅威を与える反社会的勢力・団体との関係

を一切遮断することを基本方針とし、反社会的勢力からの不当な要求に対しては

組織的に毅然とした対応を行う。
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　(3) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

① 取締役の職務の執行について

取締役は、「取締役会規則」、「職務権限規程」、「業務分掌規程」等に則り、取

締役の役割分担を明確にし、効率的な職務執行と重要事項の決定を行いました。

また、「定款」、各会則及び「文書管理規程」に基づき、取締役の執行状況につ

いて各議事録の作成と適切な保管を行っております。さらに「株式会社精養軒

行動規範」を通じて、取締役と従業員に対するコンプライアンス意識の周知徹

底と、内部統制システムの充実を図りました。また、監査役及び内部監査室が

当該システムの有効性について精査いたしました。

② 監査役の職務の執行について

監査役は、取締役会及びその他の重要な会議に参加し、代表取締役及び各取

締役より業務執行の状況や会社経営の重要事項について報告を受けております。

また、四半期毎に監査法人及び内部統制責任者と定期的に会合を持ち、会計監

査内容及び内部統制の構築・整備状況について情報交換を行っております。さ

らに、「内部通報制度規程」により、コンプライアンスの実効性向上に努めてお

ります。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
(注) 本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を四捨五入して表示しております。
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貸 借 対 照 表
(平成29年１月31日現在)

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 1,866,470,709円 流 動 負 債 272,665,708円

現 金 及 び 預 金 1,575,410,652 買 掛 金 55,812,586

売 掛 金 95,229,102 未 払 金 87,523,298

有 価 証 券 100,111,195 リ ー ス 債 務 4,444,900

原 材 料 25,853,332 未 払 費 用 51,992,532

貯 蔵 品 9,057,521 未 払 法 人 税 等 444,462

前 払 費 用 39,317,288 未 払 消 費 税 等 21,425,700

そ の 他 22,491,619 預 り 金 21,022,230

貸 倒 引 当 金 △1,000,000 賞 与 引 当 金 30,000,000

固 定 資 産 2,334,018,978 固 定 負 債 741,705,900

有形固定資産 1,161,829,726 リ ー ス 債 務 3,447,000

建 物 487,820,159 退 職 給 付 引 当 金 514,101,431

構 築 物 15,053,204 役員退職慰労引当金 105,328,000

機 械 及 び 装 置 7,948,253 繰 延 税 金 負 債 112,366,469

工具、器具及び備品 44,049,004 そ の 他 6,463,000

土 地 603,189,106 負 債 合 計 1,014,371,608

リ ー ス 資 産 3,770,000 純 資 産 の 部

無形固定資産 4,777,462 株 主 資 本 2,881,738,777円

借 地 権 1,512,235 資 本 金 131,400,000

電 話 加 入 権 511,060 資 本 剰 余 金 4,330,109

ソ フ ト ウ ェ ア 2,754,167 資 本 準 備 金 4,330,109

投資その他の資産 1,167,411,790 利 益 剰 余 金 2,766,572,669

投 資 有 価 証 券 1,103,844,870 利 益 準 備 金 32,850,000

出 資 金 11,000,000 そ の 他 利 益 剰 余 金 2,733,722,669

長 期 前 払 費 用 935,400 別 途 積 立 金 2,180,000,000

差 入 保 証 金 51,631,520 繰 越 利 益 剰 余 金 553,722,669

自 己 株 式 △20,564,001

評価・換算差額等 304,379,302

その他有価証券評価差額金 304,379,302

純 資 産 合 計 3,186,118,079

資 産 合 計 4,200,489,687 負債・純資産合計 4,200,489,687
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損 益 計 算 書

（平成28年２月１日から
平成29年１月31日まで）

科 目 金 額

売 上 高
円

2,994,860,042
円

売 上 原 価 1,237,279,563

売 上 総 利 益 1,757,580,479

販売費及び一般管理費 1,783,060,538

営 業 損 失 25,480,059

営 業 外 収 益

受 取 利 息 1,216,494

有 価 証 券 利 息 729,256

受 取 配 当 金 9,732,531

雑 収 入 5,766,888 17,445,169

経 常 損 失 8,034,890

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 6,857,965

減 損 損 失 360,847 7,218,812

税 引 前 当 期 純 損 失 15,253,702

法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税 1,500,000 1,500,000

当 期 純 損 失 16,753,702
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株主資本等変動計算書

（平成28年２月１日から
平成29年１月31日まで）

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

資本準備金 利益準備金
その他利益剰余金

別途積立金 繰越利益剰余金

円 円 円 円 円

平成28年２月１日残高 131,400,000 4,330,109 32,850,000 2,180,000,000 578,278,519

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △7,802,148

当 期 純 損 失 △16,753,702

株主資本以外の項目の
当期変動額 (純額)

当 期 変 動 額 合 計 - - - - △24,555,850

平成29年１月31日残高 131,400,000 4,330,109 32,850,000 2,180,000,000 553,722,669

株 主 資 本 評価・換算差額等

純資産合計利 益 剰 余 金
自 己 株 式 株主資本合計

その他有価証券
評 価 差 額 金利益剰余金合計

円 円 円 円 円

平成28年２月１日残高 2,791,128,519 △20,564,001 2,906,294,627 282,436,810 3,188,731,437

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △7,802,148 △7,802,148 △7,802,148

当 期 純 損 失 △16,753,702 △16,753,702 △16,753,702

株主資本以外の項目の
当期変動額 (純額)

21,942,492 21,942,492

当 期 変 動 額 合 計 △24,555,850 - △24,555,850 21,942,492 △2,613,358

平成29年１月31日残高 2,766,572,669 △20,564,001 2,881,738,777 304,379,302 3,186,118,079
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個 別 注 記 表

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記

　(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　 ① 満期保有目的の債券

　償却原価法 (定額法) によっております。

　 ② その他有価証券

時 価 の あ る も の 決算末日の市場価格等に基づく時価法によっております。

(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平

均法により算定しております。）

時 価 の な い も の 移動平均法による原価法によっております。

　(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

原材料、貯蔵品は先入先出法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によってお

ります。

　(3) 固定資産の減価償却の方法

　 ① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。また、耐用年数及び残存価額は法人税法の規定と同一の基準によ

っております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに平成

28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しておりま

す。なお、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、３年間で均等償却

する方法によっております。

　 ② 無形固定資産 (リース資産を除く)

定額法によっております。また、耐用年数は法人税法の規定と同一の基準によっております。

ただし、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づ

く定額法によっております。

　 ③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数

とし、残存価額を零（残価保証の取り決めがある場合は残価保証額）とする定額法を採用して

おります。

　(4) 引当金の計上基準

① 貸 倒 引 当 金 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、また、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を

勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞 与 引 当 金 従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき当事業年度分を

計上しております。

③ 退 職 給 付 引 当 金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に基づき計上しております。なお、退職給付債

務は簡便法に基づき計算しております。

④ 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく当事業年度末要

支給額を計上しております。

　(5) 消費税等の会計処理方法

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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2. 会計方針の変更

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告 第32号 平成28年６月17日）を当事業年度から適用し、平成28年４月１日以後に取得し

た建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

3. 貸借対照表に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額 2,368,806,817円

　
4. 損益計算書に関する注記

減損損失

当事業年度において当社は、以下の減損損失を計上しております。

場 所 用 途 種 類 減 損 損 失 （円）

東 京 都 店 舗 工具、器具及び備品 360,847

資産のグルーピングについては営業店を基本単位として、また、賃貸資産については物件単位

毎にグルーピングしております。このうち閉鎖が確定した資産グループ及び営業活動から生じ

る損益が継続してマイナスである資産グループについて、その帳簿価額を回収可能価額まで減

額し当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。なお、当資産グループの回収可能

価額は、正味売却価額により測定しております。工具、器具及び備品については他店への転用、

売却が困難であるため、正味売却価額を零円としております。

　

5. 株主資本等変動計算書に関する注記

　(1) 当事業年度末における発行済株式の種類及び株式数

普通株式 2,628,000株

　(2) 当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

普通株式 27,284株

　(3) 剰余金の配当に関する事項

　 ① 配当金支払額等

平成28年４月27日開催の第152回定時株主総会決議において次のとおり決議しております。

・株 式 の 種 類 普通株式

・配 当 金 の 総 額 7,802,148円

・１株当たり配当金額 ３円

・基 準 日 平成28年１月31日

・効 力 発 生 日 平成28年４月28日

　 ② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌事業年度になるもの

平成29年４月27日開催の第153回定時株主総会決議において次のとおり付議いたします。

・

・

株 式 の 種 類

配 当 の 原 資

普通株式

利益剰余金

・配 当 金 の 総 額 7,802,148円

・１株当たり配当金額 ３円

・基 準 日 平成29年１月31日

・効 力 発 生 日 平成29年４月28日
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6. リース取引関係に関する注記

　 ファイナンス・リース取引（借主側）

　 所有権移転外ファイナンス・リース取引

　 ① リース資産の内容

・有形固定資産

主として、上野店における、電話交換設備(「工具、器具及び備品」)であります。

　 ② リース資産の減価償却の方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零(リース契約上に残存価額保証の取り決めがある場

合は、当該残存保証額)とする定額法を採用しております。

7. 金融商品に関する注記

　(1) 金融商品の状況に関する事項

　 ① 金融商品に対する取組方針

当社は、運転資金、設備投資資金等を自己資金で賄っており、銀行等金融機関からの借入による

資金を調達しておりません。

一時的な余剰資金は、資産の保全を第一とし、比較的安全性の高い預金で運用しております。

　 ② 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

投資有価証券は、市場価格の変動リスクに晒されております。

営業債務である買掛金は、そのほとんどが１ヶ月以内の支払期日であります。

　 ③ 金融商品に係るリスク管理体制

　 イ．信用リスクの管理

営業債権については、取引先ごとに期日及び残高を管理しております。

　 ロ．市場リスクの管理

有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務状況を確認しておりま

す。

　 ④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定され

た価額が含まれております。

― 15 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2017年03月29日 17時46分 $FOLDER; 16ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



　(2) 金融商品の時価等に関する事項

平成29年１月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりで

あります。

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは次表に含まれておりません（（注）

2.をご参照ください。）。

種 類
貸借対照表計上額

(円)
時 価
(円)

差 額
(円)

(1) 現金及び預金 1,575,410,652 1,575,410,652 -

(2) 有価証券及び投資有価証券 1,126,568,310 1,127,296,518 728,208

資産計 2,701,978,962 2,702,707,170 728,208

(注) 1. 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
資 産
(1) 現金及び預金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿
価額によっております。

(2) 有価証券及び投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引金融機関等か
ら提示された価格によっております。なお、保有目的ごとの有価証券に関する事項に
ついては、「8.有価証券に関する注記」をご参照ください。

2. 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区 分
貸借対照表計上額

(円)

非上場株式 77,387,755

上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるこ
とから、金融商品の時価等に関する事項に含めておりません。

3. 金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

１年以内
(円)

１年超５年以内
(円)

５年超10年以内
(円)

10年超
(円)

現金及び預金 1,575,410,652 - - -

有価証券及び

投資有価証券

満期保有目的の

債権

100,000,000 400,000,000 - -

合計 1,675,410,652 400,000,000 - -
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8. 有価証券に関する注記

　(1) 満期保有目的の債券

区 分
貸借対照表
計上額(円)

時価(円) 差額(円)

時価が貸借対照表計上額を超
えるもの

社債 200,351,792 200,720,000 368,208

その他 300,000,000 300,360,000 360,000

小計 500,351,792 501,080,000 728,208

時価が貸借対照表計上額を超

えないもの

社債 - - -

その他 - - -

小計 - - -

合計 500,351,792 501,080,000 728,208

　(2) その他有価証券

区 分
貸借対照表
計上額(円)

取得原価(円) 差額(円)

貸借対照表計上額が取得原価
を超えるもの

株式 626,216,518 209,470,747 416,745,771

小計 626,216,518 209,470,747 416,745,771

貸借対照表計上額が取得原価
を超えないもの

株式 - - -

小計 - - -

合計 626,216,518 209,470,747 416,745,771

(注) 非上場株式（貸借対照表計上額77,387,755円）については、市場価格がなく、時価を把握する

ことが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含まれておりませ

ん。

　(3) 減損を行った有価証券

　 該当事項はありません。

なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て

減損処理を行い、30～50％程度下落した場合には、回復可能性を考慮して個別銘柄ごとに、帳簿価

額との乖離状況等保有有価証券の時価水準を把握するとともに総合的に判断しております。
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9. 退職給付に関する注記

　(1) 採用している退職給付制度の概要

当社は確定給付型の企業年金制度を設けており、給与と勤務期間に基づいた一時金又は年金を支給

しております。なお、当社が所有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給

付費用を計算しております。

　(2) 退職給付債務に関する事項

① 簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整額

退職給付引当金の期首残高 505,660,432円

　退職給付費用 39,874,879円

　退職給付の支払額 △21,823,880円

　制度への拠出 △9,610,000円

退職給付引当金の期末残高 514,101,431円
　

② 退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整額

積立型制度の退職給付債務 629,961,295円

年金資産 △115,859,864円

貸借対照表に計上された

負債と資産の純額
514,101,431円

退職給付引当金 514,101,431円

貸借対照表に計上された

負債と資産の純額
514,101,431円

　

③ 退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用 39,874,879円
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10. 税効果会計に関する注記

　(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

　退職給付引当金 157,417,858円

　税務上の繰越欠損金 153,891,533〃

　役員退職慰労引当金 32,251,434〃

　投資有価証券評価損 33,279,739〃

　賞与引当金 9,258,000〃

　減損損失 33,458,037〃

　貸倒引当金 308,600〃

　その他 5,737,707〃

　 繰延税金資産小計 425,602,908円

　評価性引当額 △425,602,908〃

　 繰延税金資産合計 -円

繰延税金負債

　その他有価証券評価差額金 112,366,469円

　 繰延税金負債合計 112,366,469円

　繰延税金負債の純額 112,366,469円

(2) 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差

異の原因となった主な項目の内訳については、税引前当期純損失を計上しているため記載を省略し

ております。

(3)法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」が平成28年３

月29日に、また、「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法

の一部を改正する等の法律等の一部を改正する法律」及び「社会保障の安定財源の確保等を図る税

制の抜本的な改革を行うための地方税法及び地方交付税法の一部を改正する法律等の一部を改正す

る法律」が平成28年11月18日に国会で成立したことに伴い、当事業年度の繰延税金資産及び繰延税

金負債の計算（ただし、平成29年２月１日以降解消されるものに限る）に使用した法定実効税率

は、前事業年度の32.34％から回収又は支払いが見込まれる期間が平成29年２月１日から平成31年

１月31日までのものは30.86％、平成31年２月１日以降のものについては30.62％にそれぞれ変更さ

れております。

なお、この税率変更による影響は軽微であります。
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11. 賃貸等不動産に関する注記

当社は、東京都その他の地域において、賃貸用の駐車場等を有しております。平成29年１月期にお

ける当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は20,657,077円（賃貸収益は売上高に、主な費用は売上原

価に計上）であります。賃貸等不動産の貸借対照表計上額及び当事業年度における主な変動並びに

決算日における時価及び当該時価の算定方法は、以下のとおりであります。

貸借対照表計上額
決算日における時価

（円）当事業年度期首残高
（円）

当事業年度増減額
（円）

当事業年度末残高
（円）

605,300,020 △541,141 604,758,879 2,279,221,851

(注) 1. 貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。
2. 時価の算定方法

決算日における時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて算定した金額であり
ます。

　
12. 関連当事者との取引に関する注記

　 重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

13. １株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 1,225円09銭

(2) １株当たり当期純損失 ６円44銭

　

14. 重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

平成29年３月９日
株式会社精養軒
　取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 井 上 智 由 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 成 島 徹 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社精養軒の平成28年２月１
日から平成29年１月31日までの第153期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、
株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書
類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な
虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその
附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と
認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附
属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定
し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するため
の手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びそ
の附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内
部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適
正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適
用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細
書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状
況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。
　 以 上
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監査役会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書

　当監査役会は、平成28年２月１日から平成29年１月31日までの第153期事業年度の取締役の職務
の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以
下のとおり報告いたします。

1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につ
いて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必
要に応じて説明を求めました。
（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従
い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備
に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告
を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業
務及び財産の状況を調査いたしました。
②事業報告に記載されている、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第
１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されて
いる体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況につい
て定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。
③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとと
もに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」(会社計算規則
第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）
等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたし
ました。

2. 監査の結果
　(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているも
のと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認
められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部
統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき
事項は認められません。

　(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成29年３月10日

株式会社 精 養 軒 監査役会

常勤監査役 横 溝 良 和 ㊞

社外監査役 幸 山 守 ㊞

社外監査役 江 藤 史 朗 ㊞

以 上
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本 社 東京都台東区上野公園４―58 ０３（3821）２１８１ 代 表

営 業 店

上 野 東京都台東区上野公園４―58 ０３（3821）２１８１

国立科学博物館 東京都台東区上野公園７―20 ０３（3827）２０８０

東京文化会館 東京都台東区上野公園５―45 ０３（3821）９１５１

３ １ ５ ３ 東京都台東区上野公園１―57 ０３（3832）３１５３

松 屋 東京都中央区銀座３―６―１ ０３（3567）４９０８

浅 草 東京都台東区花川戸２―６―５ ０３（3842）０７７１

東京大学附属病院 東京都文京区本郷７―３―１ ０３（5842）８２６１

大 岡 山 東京都目黒区大岡山２―12―１ ０３（5754）４３５１

船 橋 千葉県船橋市本町７―１―１ ０４７(424）７２２３

市 川 千葉県市川市中山１―16―２ ０４７(318）０５５８

※平成28年９月より「台東店」の店名を「浅草店」に変更いたしました。
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〈メ モ 欄〉
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株主メモ

事 業 年 度 毎年２月１日から翌年１月31日まで

定 時 株 主 総 会 ４月

1 単 元 の 株 式 数 100株

配当金受領株主確定日 期末配当 1月31日

株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号 みずほ信託銀行株式会社

事 務 取 扱 場 所
東京都中央区八重洲一丁目２番１号 みずほ信託銀行株式会社
本店証券代行部

お 手 続 き
お 問 い 合 わ せ 先

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL.0120-288-324（フリーダイヤル）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所（JASDAQスタンダード）

公 告 方 法

電子公告とする。ただし、事故その他のやむを得ない事由に
よって電子公告による公告をすることができない場合は、日
本経済新聞に掲載して行う。
(公告掲載URL http://www.seiyoken.co.jp)

【株式事務に関するご案内】

　● 証券会社でお取引をされている株主様

お 手 続 き
お 問 い 合 わ せ 先

お取引のある証券会社

お 手 続 き 内 容
住所変更、単元未満株式の買取請求、配当金受取り方法のご指定、
相続に伴うお手続き等

　● 特別口座に記録されている株主様

特 別 口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

お 手 続 き
お 問 い 合 わ せ 先

〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社
＜株式に関するお問い合わせ＞
TEL.0120-232-711（フリーダイヤル）

お 取 扱 店 三菱UFJ信託銀行株式会社 本店及び全国各支店

お 手 続 き 内 容
住所変更、単元未満株式の買取請求、配当金受取り方法のご指定、
相続に伴うお手続き等

特 別 口 座 で の
留 意 事 項

特別口座では、株式の売却はできません。売却するには、証
券会社にお取引の口座を開設し株式の振替手続を行う必要が
ございます。

※未払配当金の支払い、支払明細等の発行に関するお手続きは当社株主名簿管理人（みずほ信託銀

行）が承ります。

お 手 続 き
お 問 い 合 わ せ 先

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL.0120-288-324（フリーダイヤル）

お 取 扱 店

みずほ信託銀行株式会社 本店及び全国各支店
みずほ証券株式会社 本店及び全国各支店
株式会社みずほ銀行 本店及び全国各支店
※ 株式会社みずほ銀行は未払配当金の支払いのみ承ります。
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